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エネルギー構造転換分野WG説明資料

・研究開発項目「CO2からの機能性化学品製造技術の開発」

テーマ「CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発」

・研究開発項目「アルコール類からの化学品製造技術の開発」

テーマ「人工光合成型化学原料製造事業化開発」

202３年1月25日

代表取締役社長 藤井 政志

資料８
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1. 経営者の関与
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１.経営者の関与①（事業のモニタリング・管理）
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– 経営会議
代表取締役以下、常勤取締役全員が出席する。本会議で研究統括部から
GI基金プロジェクトの進捗を報告し了承、及び必要により修正、指示す
る。
・「CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発」プロジェ
クトにおけるベンチプラントの建設方針について経営会議で審議。経営
層からの助言と了承を得て、東京研究所内にベンチプラントを建設する
ことを決定（4/5）。

– GI基金R＆D計画ヒアリング、GI基金R＆D審議会
GI関連テーマを管轄する研究統括部の管掌役員以下、研究統括部長、各
研究所長に、プロジェクト実施部署が進捗報告を行い、方針の継続/修正
を議論し、必要により指示を出す。
・研究統括部管掌常務執行役員、執行役員研究統括部長にGI基金R＆D
審議会にてプロジェクト実施部署が「人工光合成型化学原料製造事業化
開発」、 「 CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発」、
両プロジェクトの実施方針を報告。両プロジェクトともに来期の研究開発
人員の増員方針を決定（7月）。

– GI基金研究進捗会議
研究統括部の管掌役員以下、研究統括部長、研究統括部GM、各研究所
長にグループリーダーが進捗報告を行い、方針の継続/修正を議論、指示
する。

＊赤文字は本年度の取組

会議の種類

以下の会議で、進捗管理及び部門間の連携を取る

• 経営会議（取締役会） 適宜
• R&D計画ヒアリング 1回/年
• R&D審議会 1回/年
• 研究進捗会議 3回/年

CO2 to DPCベンチプラント建築現場（2022年末）



1.経営者の関与②（ステークホルダーに対する公表・説明）
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• 情報開示の方法
– 中期経営計画
中期経営計画にカーボンニュートラルに関わるMGCの事業構
造転換の方針を社内外に示し、その中に当該研究開発、社会実
装化を位置づける
・当社ホームページにGI基金事業への採択を掲載（2/18）
・統合報告書（MGCレポート）にてGI基金事業への採択、当基金
事業で推進する開発内容の概要を掲載

• ステークホルダーへの説明
– 決算/IR説明会
・投資家を対象とした当社の「CN戦略説明会」にて100名を超
えるアナリストに対して経営企画部管掌常務執行役員、執行役
員経営企画部長、CSR推進室長がGI基金事業に採択された内
容と今後の開発方針を説明（4/11）
・株主総会資料にGI基金事業で両案件を進めていくことを
掲載（6/28）
・当社グループ報（vol57）にて、GI基金事業に採択されたこと
を掲載し当社グループ社員に周知

＊赤文字は本年度の取組

株主総会資料

統合報告書
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2. 経営戦略上の位置づけ
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ー ミッション「社会と分かち合える価値の創造」のもと、「社会的価値と経済的価値の両立」に取り組み、持続可能な社会を実現

ー カーボンニュートラルに向けた取組みは、当社経営戦略上の最重要項目の一つ

2.経営戦略上の位置づけ①～持続可能な社会の実現に向けて～
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社会的課題の
解決

持続的成長の
実現

行動理念

Vision

Value

Mission 社会と分かち合える価値の創造

化学にもとづく、特色と存在感ある
エクセレントカンパニー

環境変化に強い収益構造への転換目標

1

社会的価値と経済的価値の両立目標

2

差異化事業
強化

新規事業
創出育成

不採算事業
再構築

規律・基盤
強化

環境保全
社会課題
解決

～事業ポートフォリオ改革～

～持続可能な成長に向けて～



ー 当社ならではの特色ある技術を活用し、カーボンニュートラルに貢献する製品・技術の開発を推進

2.経営戦略上の位置づけ②～カーボンニュートラル達成へのアプローチ～
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カーボンニュートラルに貢献する製品、技術の開発

⚫ 省エネルギー推進、重油使用全廃

⚫ 新エネルギーシステム・CCUS実装

⚫ 事業ポートフォリオ再構築

⚫ Smart-Factory

GHG排出量削減(Scope1)に向けた取組み

化石燃料由来のエネルギーの低減(Scope2)にも貢献

メタノール：水素キャリア 運転効率化：自動車向けセンシングカメラ用光学ポリマー

LNG発電＋CCUS 地熱発電

CO2原料の
メタノール製造技術

メタノール原料の
水素製造技術
（触媒）

クリーン
アンモニアの
調達（燃料、
グリーン水素
原料）

ダイレクトエアキャプチャー(DAC)：
特殊アミン

CO2利用
ポリカーボネート

全固体電池
（EV向け）、
燃料電池
（FCV向け）

エネルギー
制御システム：
半導体材料

生分解性
ポリマー

ケミカル
リサイクル

GI基金事業GI基金事業

膜型CO2メタノール合成
プロセス



ー 2030年に2013年比36％削減、2050年にカーボンニュートラル達成を目指す

2.経営戦略上の位置づけ③～カーボンニュートラル達成ロードマップ～
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公表日：2021年3月29日

Scope ２013 － 2019 ２０２０ － ２０２３ 2024 － ２０３０ ２０３０ － ２０５０

主な削減策
（削減量 万t-CO2）

1
•省エネルギー
•事業ポートフォリオ再構築

•省エネルギー

•重油使用全廃
•省エネルギー •省エネルギー

•事業ポートフォリオ再構築

•新エネルギーシステム・CCUS実装、原料転換（R&D・協働）

2 ー
•再エネ １０％導入

•移行エネルギー活用
•再エネ ５０％導入 •再エネ 100％導入

事業・技術

福島天然ガス発電所

提供：福島ガス発電㈱

山葵沢地熱発電所

提供：湯沢地熱㈱

環境循環型メタノール検討用

パイロットプラント
協働 原料転換

111
85 80 71 61

26 31 39 50

2013年

基準年

2019年

実績

2023年 2030年 2050年

CO2排出量 （万ｔ-CO2/年）

計25.8

1.6

1.3
2.8 4.0

6.95.5
1.4

1.0

計61

23％削減 28％削減 36％削減

45％削減

55％削減

2050年
カーボンニュートラル達成

GI基金事業



３. 事業推進体制の確保
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３.事業推進体制の確保
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代表取締役の統括の下、研究部門、事業部門、実行部門が連携してPJチームを組織、かつ組織横断で標準化を推進

連携

CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造
技術開発

（CO2 to DPC）プロジェクト

連携 連携

連携

人工光合成型化学原料製造事業化開発
（膜分離CO2 to メタノール）プロジェクト

東京研究所

研究統括部管掌
常務執行役員

プロセス
グループ

連携

化成品
事業部

新潟工場
研究技術部

技術グループ

企画開発部長

企画開発部

新潟研究所
連携連携

事業
管理部

代表取締役
（事業にコミットする経営者）

社長

事業部
（合樹）（光学）

工場
研究技術部

事業
管理部

機能化学品事業部門担当
常務執行役員

プロセス＆
インフォマティクス

グループ

企画開発部長研究統括部長
執行役員

（プロジェクトリーダー）

基礎化学品事業部門担当
常務執行役員

コンプライアンス担当、経営企画管掌、
内部監査担当、CSR・IR担当

常務執行役員

CN推進チーム
執行役員

経営企画部長

知的基盤センター
特許グループ

標準化戦略推進（連携）

企画開発部

GI基金事業推進PJチーム



４. 事業戦略と標準化の取組
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４-1. サステナブルポリカーボネート（PC）

の事業戦略と標準化戦略



検討テーマ名： CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発

東ソー（幹事会社） 三菱ガス化学

・ポリウレタン原料の製造技術開発
- ジアルキルカーボネート
- イソシアネート
・機能性ポリウレタンの開発

・ポリカーボネート製造用中間体
の新規合成技術開発
・溶融法ポリカ―ボネートの
高機能化プロセス開発

東北大
冨重教授

・DPC製造プロセスのGHG削減の実証
・溶融法PCの高機能化実証

共同
研究

日本製鉄

共同
研究

日鉄エンジニ
アリング

共同
研究

・HDI:ヘキサメチレンジイソシアネート、MDI：ジフェニルメタンジイソシアネート
・DRC:ジアルキルカーボネート、PCD:ポリカーボネートジオール

相互技術の共有によるシナジー効果の発現

双方のオリジナル技術を有効活用することで事業の枠を超えて1＋1以上の相乗効果を発揮し
早期の低炭素化社会の実現に強力に貢献

・ポリカーボネートジオール、カーバメートの効率的な製法研究.
・CO2からジアルキルカーボネート製造研究の効率化
・ソースの異なるCO2の相互利用研究

産総研

共同
研究

コルコート

共同
研究

産総研/CO2分離回収・資源化コンソーシアム/ワーキンググループ

・HDI、MDI製造の実証
・DRC、PCD製造の実証
・ポリウレタンの高機能化

大阪市大
田村准教授

共同
研究

・DPC:ジフェニルカーボネート

東北大
福島教授

共同
研究

4-1.コンソーシアム内における各主体の役割分担 「CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発」
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CN社会実現に向けた素材産業
のアーキテクチャ

CO2

③
個々の
ﾌﾟﾛｾｽの
ｴﾈﾙｷﾞｰ
最効率化

＋
再生可能
エネルギー
の使用

製品製造プロセス

①原料系
原料のCO2/バイオ化

②リサイクル系
「燃やさない」でリサイクル/リユースする

原料

①-2
植物①-1

直接合成

廃棄物

廃棄物のリサイクル

燃やして
排出
された
CO2は
再利用

②

光合成

当社サステナブルPC
における将来事業戦略
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4-1.サステナブルPCの将来事業戦略
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MTA；Methanol to Aromatics
MTO；Methanol to Olefins

①原料系

マスバランスによる一部製品の
サステナブル認証

当社サステナブルメタノールを原料とした
MTA、MTOによる全原料サステナブル化

②リサイクル系

一部製品のリサイクル導入

50%出荷品のリサイクル化

③エネルギー系

一部再生可能エネルギーの使用

100%再生可能エネルギーの使用



2030年 2040年 2050年

ゼロ
（CN）

デジュールが設定する基準値

プラスチック業界工場の想定平均値
回収されるCN税

当社に還元される
CN税

デジュールにおけるLCA算出の統一ルール想定
a.工場単位とする b.炭素原材料とエネルギーに二分する
c.炭素原料における石化由来原料とCO２由来、バイオ由来の区別を明確にする d.新製造とリサイクル品の区別を明確にする。

202×年開始
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4-1. 標準化の提案と当社PC製造工場でのCN化構想
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環境性能の
「見える化」

・ISCCplusへの組み込み
・デジュール形成の提案

製造工場単位のLCA算出
基準を統一化

市場からの
排除を防ぐ

・デジュールにおけるCN税等の導
入の提案
・サステナブル対応策の原資とする

モノの良さの
「見える化」

・ISO/TC61（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ品質）
・REACH、RoHS

の順守、参画

当社工場の目標LCA値

工
場
単
位
の
L

C

A

値
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基本骨格構想

界面法CO2 to メタノール C
＝
O

サステナブルビスフェノール類

サステナブルPC

溶融法CO2 to DPC ＋

更なる高機能化への打ち手

✓ 高機能サステナブルビスフェノール類との共重合
✓ 機能性モノマーとのカーボネート共重合
✓ 高機能添加剤の練りこみ
✓ 高機能層との多層積層シート・フィルム化

次頁に構想図を紹介

PCのブランディングとサステナブル戦略

＋

サステナブルビスフェノール類

4-1.サステナブルPCの事業戦略と標準化戦略
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MGCが実現するCO2からの

自動車・電子機器用途に展開する

高機能化ポリカーボネート樹脂

生物由来の特殊PC
✓ 繊維
✓ フィルム
✓ ダッシュボード
（ポリエチレン代替
生分解性「Bio-PEC」等）

Laser Direct Structuring
対応PC
✓ 三次元回路形成

高誘電低誘電正接PC
✓ 通信アンテナの小型化

高熱伝導PC
✓ 機器の小型化
✓ 軽量ポータブル化

電磁波シールドPC
✓ 通信端末の

電磁波シールド

高意匠性PC
✓ 塗装レスによる 環境負荷の低減やコストダウン
✓ 意匠性による高付加価値化
✓ 光輝性による、指紋付着や擦り傷が目立ちにくさ

光制御PC
✓ スマートフォンカメラレンズ

透明高硬度PC
✓ 自動車内装部品
✓ スマートフォン筐体
✓ タッチパネル部材
✓ 電気電子部品

サステナブルPC類の更なる高機能化構想
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4-1.サステナブルPCの事業戦略と標準化戦略
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４-2. 人工光合成PJ（メタノール合成）の

事業戦略と標準化戦略
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検討テーマ名：人工光合成型化学原料製造事業化開発

三菱ケミカル（幹事会社） 三菱ガス化学人工光合成化学プロセス技術研究組合
(ARPChem)

グリーン水素（人工光合成）等からの化学原料製造技術の開発・実証

CO2からの基礎化学品製造技術の開発・実証
①メタノール反応分離プロセス開発

CO2からの基礎化学品製造技術の開発・実証
②革新的MTO触媒プロセス開発

光触媒等の共同実施先
東京大学、信州大学、東京理科大学、
産業技術総合研究所、東北大学、京都大学、
名古屋大、山口大学、宮崎大学、岐阜大学

2029-30にARPChemと共同でグリーン水素
の屋外大規模実証を担当

分離膜の開発
膜反応器開発
プロセス開発＆実証

触媒最適化
膜反応器開発
プロセス開発＆実証

触媒の研究開発等の共同実施先
東京大学、東京工業大学

4-2.コンソーシアム内における各主体の役割分担 「人工光合成型化学原料製造事業化開発」



事業戦略

「CO2利活用によるサーキュラーエコノミーの実現」
原料調達から製品製造、使用、廃棄までのライフサイクル全体で
化石資源の使用量と廃棄物の発生量を最小化する取り組みを、
バリューチェーンパートナーが一体となり進めて行く

具体的な取り組み

ー 光触媒による水素の価格とサステナブル性を「強み」とした

炭素循環システムの実現

ー 膜分離技術を用いた環境負荷の小さいメタノール合成技術や

オレフィン製造技術を「強み」とした低環境負荷の汎用プラスチック製造の実現

標準化戦略

ー メタノール合成プロセスのGHG排出量算出方法を確立し、環境負荷低減効果を明確にする。

ー LCA算出を業界で標準化することで、人工光合成PJ全体としての環境負荷低減を明確化し、サーキュラーエコノミー実現に貢献する。

ー 人工光合成PJ全体として、CO2原料の化学品、プラスチックについて、市場形成に活用し得る認証制度の在り方を検討する。（デジュー
ル化への取り組み）

ー 人工光合成PJ全体として、CO2原料の化学品、プラスチックについて、マスバランス法の適用を検討し、CO2原料品の導入時期の少量
生産時にも市場に受け入れられやすくする。

4-2.事業戦略と標準化戦略 「人工光合成型化学原料製造事業化開発」
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CO2

個々の
ﾌﾟﾛｾｽの
ｴﾈﾙｷﾞｰ
最効率化

製品製造プロセス

原料系
素材産業界共同での
原料供給網の構築

リサイクル系
素材産業界共同での
リサイクル網の構築

原料

植物

直接合成

廃棄物

廃棄物の分解精製

光触媒による
安価な水素



ー 「CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発」

ー プラスチック製造工場におけるプラスチック製品のLCAの設定方法を標準化する（炭素原材料とエネルギーに二分する）。

ー マスバランス法は一部製品のバイオ由来をクレジットで証明するものだが、対象製品を生産する工場全体のGHG排出量削減の指標

（CO2を原料として取り込む、消費エネルギーを低減する、等）となるLCAの標準化及び社会認証制度の普及を推進する。

ー 炭素原料における石化由来原料とCO２由来、バイオ由来の別を明確にする。新製造とリサイクル品の区別を明確にする。

ー 2050年CNに向け、各プラスチック品目における段階的基準値を設定する。

ー プラスチック製品取引において、基準値から上回った分は「CN税」として徴収、下回った分は還元される。

ー 「 人工光合成型化学原料製造事業化開発」

ー メタノール合成プロセスのGHG排出量算出方法を確立し、環境負荷低減効果を明確にする。

ー LCA算出を業界で標準化することで、人工光合成PJ全体としての環境負荷低減を明確化し、サーキュラーエコノミー実現に貢献する。

ー 人工光合成PJ全体として、CO2原料の化学品、プラスチックについて、市場形成に活用し得る認証制度の在り方を検討する。（デジュール

化への取り組み）

ー 人工光合成PJ全体として、CO2原料の化学品、プラスチックについて、マスバランス法の適用を検討し、CO2原料品の導入時期の少量生

産時にも市場に受け入れられやすくする。

4-3.標準化の取組まとめ
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5. 研究開発の進捗
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各KPIの目標達成に向けた個別の研究開発の進捗度と今後の技術課題
直近のマイルストーン

ポリカーボネート
(PC)製造用中
間体の新規合
成技術開発

○パイロットプラントによる

CO2 to DPCプロセス確

立

・ラボ実験での消費熱量

の削減

・ベンチプラント設置・運転

溶融法PCの高
機能化プロセス
開発

○パイロットプラントによる

新溶融法PCプロセス確立

研究開発内容 これまでの（前回からの）開発進捗と今後の技術課題 進捗度

◎（理由）ラボ実験段階にお

いて2030年度までの削減目

標を概ね達成したため。

◎（理由）ベンチ実験段階に

おいて溶融法PCの高機能化

結果が得られているため。

○ラボ実験での消費熱量の削減

目標：総加熱用役（29.4 GJ/t-DPC）を50％削減

GHG排出量（1.31kg-CO2/kg-DPC）を44％削減。

進捗：ブレイクスルーにより、総加熱用役を47.6％削減達成。

GHG排出量を43％削減達成。

○残された技術課題

・更なる加熱用役とGHG排出量の削減。

・ベンチプラントを設置し、ラボ実験における消費熱量削減結果の検証、主

要物質収支の把握、触媒ライフの把握、反応器形式と触媒構成を決定。

○ベンチプラント建設の進捗

ベンチプラント建屋・装置を発注し、建設工事実施中。

2023年9月運転開始予定で順調に進捗。

ベンチプラント実験において、従来の溶融法PCの物性を向上する結果が
得られている。

今のところパイロットプラント建設に向けた技術課題の解決に支障は無い。

5.研究開発の進捗 CO2を原料とする機能性プラスチック材料の製造技術開発
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開発技術概要：膜型メタノール反応分離プロセス

CO/H2

MeOH

リサイクル
（大循環）

高圧
低転化率

MeOH

CO/H2

or
CO2/H2

低圧化
高転化率

既存プロセス 膜型反応分離プロセス
反応分離膜ユニット

リサイクルなし

• 既存プロセス（触媒のみ）
熱力学的平衡により、転化率を高めることができない
→ 平衡収率30-40％で、未反応原料を大量にリサイクル
（建設費＆変動費大）

• 反応分離プロセス（触媒＋膜）
ゼオライト膜を用いて生成物を選択的に抜き出し、平衡以上の
転化率を実現
→ 反応圧力の低圧化、転化率の大幅な向上が可能
（建設費・変動費を低減）

開発の分担
①分離膜の開発：三菱ケミカルにて検討。
②触媒最適化：三菱ガス化学にて検討。
③膜反応器開発：両社で共同検討。
④プロセス開発＆実証：両社で共同検討。

5.研究開発の進捗 人工光合成型化学原料製造事業化開発
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研究開発の進捗度、技術課題と解決の見通し

これまでの開発進捗 進捗度

5.研究開発の進捗 人工光合成型化学原料製造事業化開発

• メタノール反応分離
プロセス開発

1

直近のマイルストーン

実証試験判断
（FY2025）

①分離膜の開発：支持体及び種晶見直しで従来比2倍程
度の透過性能を実現。性能のばらつきの原因を概ね特定。副
生物による寿命評価に着手、短時間では経時的な性能低下
がないことを確認。
②触媒最適化：膜型メタノール反応分離プロセス想定条件に
おける触媒単独での基礎データ取得を完了。
③膜反応器開発：反応器シミュレーションモデルを構築。高線
速試験準備中。
④プロセス開発＆実証：シミュレーションモデルを用い、ケースス
タディに着手。

〇

残された技術課題

① 分離膜の開発：膜合成のスケールアップ及び長期寿命推
定。更なる高性能を目指せる次世代膜の開発。
②触媒最適化：膜型反応器に適した触媒形状の選定と成
形技術。
③ 膜反応器開発：大型膜反応器コンセプト立案とそれに基
づくベンチ反応器設計。
④ プロセス開発＆実証：コスト優位な膜反応プロセスの構築。
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